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安全上のご注意 
この取扱説明書では製品を安全に、正しくご使用いただき、事故や損害を未然に防ぐため、安全上

特に注意すべき事項についての情報を、その重要度や危険度によって下記のような警告表示で定義

しますので、これらの指示に従って、安全にご使用いただくようお願い申し上げます。 

 

各警告表示の定義 

 

取扱いを誤ると、重度の人身事故・製品の破損の原因となることがありま

す。 

 

取扱いを誤ると、軽度の人身事故・製品の破損の原因となることがありま

す。 

 

してはいけないことを示しています。 

※以下の注意点以外であっても、無理な使用はおやめください。事故の原因になります。 

 

 

 

●患者の搬送用以外には使用しないでください。 
 

●ベッド上で心肺蘇生を行わないでください。思わぬ破損事故につながる可能性があります。 
 

●浴室等水のかかる場所では使用しないでください。サビの原因となります。 
 

●保管は湿気の少ない室内でおこなってください。 

 

 

●搬送時は、二人以上で行ってください。 
 
●患者様の乗せ替えをする時は、必ずブレーキを掛けて行ってください。 

 
●ハンドル操作によって担架を上下させる時は必ずブレーキを掛けて行ってください。 

 
●患者様を乗せ降ろしの時は、必ずブレーキを掛けて行ってください。 
 

●搬送する時は必ず左右のサイドレールを左右両側とも上にした状態にして使用してください。 
 
●人を乗せる際はマットレス前後中央から等分に体重が分散するように乗せてください。 
 

●身長 180ｃｍ以上、体重 200ｋｇ以上の人は使用しないでください。 
 

●ストレッチャーから離れる時は必ずブレーキを掛けてください。また傾斜地など不安定な場

所には放置しないでください。 
 
●段差や溝などを勢いつけて乗り越えようとすることは危険ですのでおやめください。 

 
●担架の両端に腰掛けるとストレッチャーが転倒の恐れがあるのでおやめください。 

 
●ストレッチャーの上には立ち上がらないでください。 
 

●本製品は一人乗り用ストレッチャーです。二人以上乗せた状態で処置等を行わないでくださ

い。 

 

警告 

注意 

禁止 
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●傾斜地や凹凸、段差のある場所でのご使用はストレッチャーが不安定な状態になり大変危険

ですのでお使いにならないでください。 
 
●火気に近付けないでください。火傷、火災の原因となります。 

 
●改造しないでください。強度や耐久性が劣化し、事故になる恐れがあります。（保証対象外） 

 
●湿気の多いところや雨風の当たるところに放置しないでください。サビの原因になります。 

 
●製品をシャワー等で丸洗いしないでください。サビ、劣化の原因になります。 

 
●使用中に異常が見つかった場合は使用を中止し、販売店にて修理、点検をしていただきます

ようお願いいたします。 
 

 
●キャスター、マットは使用状況により消耗します。取替え等は本商品を購入された販売店に 

ご相談ください。 
 
●エレベーターを使用する場合はドアの隙間に車輪を落とし込まないで下さい。 

 
●使用中に異常が見つかった場合は使用を中止し、販売店にて修理、点検をしていただきます

ようお願いいたします。 
 
 
 
 

 

１.付属品一覧 
・マットレス 

・イルリガードル架 

・ボンベ架 

・カゴ 

 

2.使用前点検 
●ストレッチャーの使用前には必ず各部を点検してください。 

・各部のボルト、ナットの緩みが無いか 

・フレーム、パイプの変形 

・ブレーキがかかること 

・異常音、違和感がしないこと 

・マットのキズ、破損 

・キャスターの回転 

・清掃と可動部分の注油 
  
異常が見つかった場合は使用を中止し、販売店にて修理、点検をしていただきますようお願いいたしま

す。 
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3.各部名称及び操作機能 
        

 

         
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

ガードル棒 

下部ベースフレーム 

エックスフレーム 

フットブレーキバー 

上部ベースフレーム 

キャスター 

クランクハンドル 

マットレス 

サイドレール 

  

担架フレーム 

イルリガードル受け 
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フットブレーキバーを㊤㊥㊦の位置にすることで、それぞれの機能ができます。 

反対側のロックレバーは連動して、上下逆に動きます。 

 

 

4.ご使用上の注意 
①坂道、溝、段差、階段等また運搬車としての使用はしないでください。 

 

 

 

 

 

 
②乗り降りの時は、必ず車輪ロックを確認してください。 

                       
 

 

 

 

 

病人やケガ人の運搬を目的として、その他目的には使用しないでください。また、病院各種

施設内を使用場所とし、屋外、一般道での使用はしないでください。 

 

キャスターのロックをして、固定されていることを確認してください。 
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③患者様を乗せたら、サイドレールのロックを確認してください。 

        
                                左右のサイドレールを上にしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 
④バックレストの角度を変える場合は、右手でレバーをフリーにすると一気に体圧がかかってしまうの

で、左手でパイプを持ち支え、手をパイプの間に挟まないようにしてください。 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者様を搬送する際はサイドレールを左右とも上にしてください。 

サイドレールのロックを確認して、指を挟まないように注意してください。 

 

バッグレストの上下の場合は体重の加圧を十分に注意し、片手でのレバー操作は手をパイ

プの間に挟み、危険です。 
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⑤上部フレーム、下部フレーム、エックスフレーム、スライド溝に手や足、指を入れないようにしてくださ

い。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

⑥火気に近づけないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦入浴、シャワーには使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クランクハンドルを回転させる場合は、フレームとフレームの間に手、足、障害物が無いか、

またスライド溝に指などを入れてないか確認してください。 

 

火傷、火災防止の為、ストーブなど火気に近づけないでください。 

 

故障、破損防止の為、シャワー等で水や湯をかけないでください。 
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5.ご使用方法及び操作方法 

 
                                 ※使用時には必ずサイドレールを上にして 

ロックを確認してください。 
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6.日常点検 

①ボルト、マット、リベットの緩み、フレームの緩み、ガタつきを点検の上、緩みがあれば、元通り締め

付けてください。 

②清掃は濡れた布で泥やホコリを拭き取った後、乾いた布で拭き、仕上げに可動部分に潤滑油をかけ

て頂くと長くご使用いただけます。 

 

 

7.仕様 

型番 ＮＶ－ＤＬＳ ＮＶ－ＴＬＳ 

外寸法 585×1900×570～955mm 585×1900×575～945mm 

マットレスサイズ 500×1760×50mm 

ベッド面高さ 570～955mm 575～945mm 

背もたれ調整角度 0～75° 

重量 約 43kg 

耐荷重 200kg 

ガードル棒サイズ 幅 280mm×長さ 1310mm、径φ19mm 

キャスター径 φ150mm 

酸素ボンベ架径 φ110mm 

材質 本体/アルミニウム 

マットレス/ウレタンフォーム（ビニールレザーカバー） 

MADE IN JAPAN 

 

 

 

 
 

 

＜寸法図＞ＮＶ－ＤＬＳ 
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